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「
回
転
変
流
機
」は
、明
治
後
半
、わ
が
国
に
初
め
て
登
場
し
た
整

流
器
で
す
。当
時
、各
地
で
電
気
鉄
道
が
次
々
と
開
業
し
て
い
ま
し

た
が
、い
ず
れ
も
直
流
電
力
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。当
時
は
交
流

モ
ー
タ
ー
よ
り
直
流
モ
ー
タ
ー
の
方
が
装
置
を
小
型
化
で
き
、速
度

制
御
が
し
や
す
か
っ
た
た
め
で
す
。一
方
、発
電
所
か
ら
各
地
に
送

ら
れ
る
電
力
は
、送
電
ロ
ス
の
少
な
い
交
流
で
す
。そ
の
た
め
、鉄
道

会
社
で
は
交
流
か
ら
直
流
に
変
換
す
る
整
流
器（
当
時
は
回
転
変
流

器
）が
必
要
で
し
た
。

　

1
8
9
9
年
、小
田
原
電
気
鉄
道（
現
・
箱
根
登
山
鉄
道
）が
初
め

て
回
転
整
流
器
を
輸
入
し
て
採
用
し
ま
し
た
。回
転
変
流
機
の
長
所

は
、電
動
機
部
分
と
発
電
機
部
分
の
コ
イ
ル
を
一
部
合
体
さ
せ
た
つ

く
り
な
の
で
効
率
よ
く
大
電
力
を
変
換
で
き
る
点
で
す
。大
き
な
電

力
を
必
要
と
す
る
鉄
道
を
は
じ
め
、肥
料
製
造
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精

錬
な
ど
の
電
気
化
学
工
業
分
野
で
広
く
採
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ち
な
み
に
国
産
第
１
号
の
回
転
変
流
機
も
、驚
く
べ
き
こ
と
に
ほ

ぼ
同
時
期
に
誕
生
し
て
い
ま
す
。設
計
し
た
の
は
、日
本
の
水
力
発

電
開
発
に
尽
力
し
た
電
気
工
学
者
、渋
沢
元
治
で
、当
時
、ま
だ
東
京

帝
国
大
学
の
学
生
で
し
た
。3
kW
の
学
生
実
験
用
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、そ
の
後
、東
京
高
等
工
業
学
校（
現
・
東
京
工
業
大
学
）で
20
年
以

上
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。余
談
で
す
が
、元
治
は
実
業
家
、渋
沢

栄
一
の
甥
に
あ
た
り
ま
す
。

　

回
転
変
流
機
は
輸
入
品
、国
産
と
も
に
整
流
器
と
し
て
し
ば
ら
く

活
躍
し
ま
す
が
、整
流
子
・
ブ
ラ
シ
が
激
し
い
火
花
を
放
つ
フ
ラ
ッ

シ
ュ
オ
ー
バ
ー
を
起
こ
し
や
す
い
な
ど
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。そ
こ
で
、そ
れ
を
解
消
し
た「
水
銀
整
流
器
」が
開
発
さ
れ
、国
内

で
は
、1
9
2
3
年
、京
都
嵐
山
電
鉄（
現
・
京
福
電
気
鉄
道
）が
初
め

て
採
用
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
1
9
5
0
年
代
以
降
は
、さ
ら
に
新
し

い
ス
タ
イ
ル
の「
半
導
体
整
流
器
」が
主
流
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

と
は
言
え
、当
時
、回
転
変
流
機
が
ま
っ
た
く
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、現
在
、長
野
県
・
大
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
博
物
館
に
保

存
展
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、1
9
3
0
年
、昭
和
肥
料（
現
・
昭
和

電
工
）が
肥
料
製
造
の
た
め
に
川
崎
工
場
に
設
置
し
、1
9
3
3
年

に
は
日
本
で
最
初
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
生
産
す
る
た
め
に
同
社
大

町
工
場
へ
と
移
さ
れ
、戦
後
、肥
料
増
産
の
た
め
再
び
川
崎
工
場
に

設
置
さ
れ
、1
9
8
5
年
ま
で
現
役
で
し
た
。

　

巨
大
な
設
備
・
装
置
か
ら
家
電
・
パ
ソ
コ
ン
ま
で
、現
代
の
産
業

や
暮
ら
し
全
般
を
支
え
る
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
源
流
の

一
つ
を
、こ
の
兵（
つ
わ
も
の
）の
姿
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
の

産
業
遺
産

産業遺産とは、産業界において活躍した製品そのものや、製品をつくるための機械、道具や工具など、
大小さまざまな遺物や遺産のこと。今も残る先人たちの功績を訪ねます。

第９回
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大町エネルギー博物館の国産「回転変流機」（容量6000kW、電流1万A、電圧
525～600V可変、重量53トン）。半世紀余りにわたって活躍した後、1987年
夏に昭和電工より同館に寄贈され、大切に保存展示されている。

（取材協力・写真提供：公益財団法人 大町エネルギー博物館）

回
転
変
流
機

日
本
の
鉄
道
、電
気
化
学
工
業
の
発
展
に
貢
献

（
ロ
ー
タ
リ
ー
・
コ
ン
バ
ー
タ
ー
）

も
と
じ

は
な




